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町
指
定
文
化
財「
下
圷
館
跡
」は
、
石

塚
城
跡
の
北
方
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
一
帯
は
標
高
一
九
メ

ー
ト
ル
程
の
沖
積
平
地
で
、
館
跡
が
存

在
す
る
場
所
だ
け
が
小
高
い
丘
（
比
高

約
八
メ
ー
ト
ル
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は「
堀
の
内
」と
呼
ば
れ
、
地

名
的
に
も
館
跡
と
関
係
深
い
場
所
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
丘
の
上

は
墓
地
と
な
り
、
丘
の
周
辺
も
宅
地
化

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
館
に
関
係
す
る

遺
構
は
明
瞭
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
新
編
常
陸
国
誌
』（
江
戸
〜
明
治
時
代
）

は
、下
圷
館
跡
に
つ
い
て「
①
下
圷
村
に

存
す
る
②
規
模
は
、
南
北
四
〇
〜
六
〇

メ
ー
ト
ル
・
東
西
一
六
〇
〜
一
八
〇
メ

ー
ト
ル
③
東
西
に
堀
と
土
居
が
残
る
④

入
口
を「
大
門
」、
北
を「
八
幡
平
」と
い

う
⑤
石
塚
宗
義
が
築
き
、
宗
義
が
石
塚

城
に
移
っ
た
後
は
、
家
臣
の
桐
原
氏
が

居
住
し
た
⑥
今
も
桐
原
氏
の
子
孫
が
同

村
に
住
し
、
石
塚
義
國（
八
代
）か
ら
桐

原
勘
解
由
左
衛
門
に
宛
て
た
、
天
正
二

（
一
五
七
四
）年
付
け
の
官
途
状
を
伝
え

て
い
る
」こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

石
塚
氏
初
代
と
な
っ
た
宗
義
は
、
佐

竹
氏
九
代
当
主
義
篤
の
三
男
で
す
。
宗

義
は
、
康
安
二（
一
三
六
二
）年
に
父
か

ら
石
塚
郷
な
ど
を
譲
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
下
圷
館
も
こ
の
頃
に
築
か
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
宗
義
は
小
場
義
躬
や
大
山
義

孝
と
は
兄
弟
関
係
に
あ
り
、
共
に
那
珂

川
中
流
域
を
支
配
し
ま
し
た
。
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思
出
は
今
も
鮮
烈
冬
薔
薇

　
　
　
　
　 

今
瀬
　
多
代
美

注
連
飾
り
燭
に
新
藁
匂
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　 

森
　
静
江

仏
間
ま
で
朝
日
煌
々
お
元
日

　
　
　
　
　
　 

綿
引
　
英
子

か
ま
き
り
の
卵
に
光
冬
木
の
芽

　
　
　
　
　 

中
野
　
千
賀
子

春
日
ざ
し
潮
騒
誘
ひ
き
ら
め
い
て

　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
昭
子

御
降
り
や
仙
人
掌
の
子
の
福
々
と

　
　
　
　
　
　 

竹
内
　
幸
子

 

福
耳
も
役
に
立
た
ず
に
八
十
年

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
多
蔵

初
日
の
出
い
つ
も
と
変
ら
ぬ
陽
の
恵
み

　
　
　
　
　
　 

車
田
　
綾
子

今
日
も
ま
た
い
つ
も
ど
お
り
だ
い
い
ご
っ
た

　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
孝
一

猪
の
子
等
や
我
が
世
の
春
と
里
山
に

　
　
　
　
　
　
　 

川
原
　
清

窓
ご
し
に
風
を
見
て
を
り
室
の
花

　
　
　
　
　
　 

瀬
谷
　
博
子

太
陽
の
ま
ぶ
し
き
ほ
ど
に
冬
ざ
る
る

　
　
　
　
　
　 

田
口
　
勝
元

早
春
や
市
政
の
遺
構
工
兵
隊
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初
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射
し
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ら
り
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ダ
ー

　
　
　
　
　 

仲
田
　
ま
ち
ゑ

小
雪
舞
ふ
箱
根
マ
ラ
ソ
ン
最
　
潮

　
　
　
　
　
　 

寺
門
　
孝
子

楽
し
い
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買
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ツ
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皆
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来
て

食
事
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べ
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笑
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ぱ
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光
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榊
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い
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富
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欽
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節
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孫
新
年
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夢

適
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た
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矢
次
　
洋
平

午
後
四
時
の
帰
宅
を
園
児
の
如
く
待

つ
デ
イ
サ
ー
ビ
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の
ひ
と
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長
か
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佐
川
　
あ
や

来
る
年
は
唯
平
穏
に
健
や
か
に
気

負
う
こ
と
な
く
生
き
て
ゆ
き
た
し

　
　
　
　
　
　
　 

枝
　
不
美

霜
白
き
庭
に
初
日
の
か
が
や
き

て
家
族
揃
い
て
両
の
手
合
わ
す

　
　
　
　
　
　
　 

島
　
愛
子

ニ
ュ
ー
ス
に
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
拝

み
居
り
迎
え
し
新
春
は
気
力
湧
き
出
ず

　
　
　
　
　
　 

信
田
　
育
子

北
風
凪
ぎ
て
雲
ひ
と
つ
な
き
冬
空

に
凜
し
く
浮
ぶ
四
日
の
月
は

　
　
　
　
　 

萩
谷
　
登
喜
子

平
成
の
次
に
来
る
御
代
を
思
い

つ
つ
三
年
連
記
の
日
記
購
う

　
　
　
　
　 

冨
田
　
佐
智
子

　大
き
な
活
字
の
国
語
辞
典
を
頂
き

ぬ
わ
が
人
生
の
希
望
と
な
ら
む

　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

横
綱
の
機
運
の
髙
ま
り
つ
な
が
れ

と
心
を
お
く
る
稀
勢
の
里
へ
と

　
　
　
　
　 

杉
山
　
み
ち
こ

目
覚
め
た
る
朝
陽
の
中
に
真
白

な
る
霜
降
り
て
ゐ
し
畑
一
面
に

　
　
　
　
　
　 

大
森
　
久
子

幸
せ
は
さ
さ
や
か
で
よ
し
新
年

の
厨
に
刻
む
青
菜
香
に
立
つ

　
　
　
　
　 

渡
辺
　
千
紗
子

今
日
も
来
し
娘
夫
婦
は
庭
中
を

巡
り
て
草
々
抜
い
て
く
れ
た
り

　
　
　
　
　
　 

所
　
美
惠
子


